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小学校 音楽科（平成25年度）８

第５学年 音楽科学習指導案

１ 題材名 いろいろな声の表現を楽しもう♪

教材 「ケチャ」（インドネシア バリ島の民族音楽） ＜鑑賞教材＞

「ヨーデル」（スイス・オーストリアなどの民族音楽）

「ブルガリアの合唱」（ブルガリアの民族音楽）

「ゴスペル」（アメリカ合衆国の音楽）

※学習指導要領とのかかわり：Ｂ鑑賞イ，Ａ音楽づくりア

※［共通事項］(ア)リズム，音の重なり，音色

(イ)反復，変化，音楽の縦と横の関係

２ 題材の目標

○ いろいろな国の音楽の特徴や違いを感じ取りながら，それぞれの表現のよさや面白さを味わって

聴く。

○ リズムや旋律がかみ合わさっている音楽を基に，音の重なりや組み合わせを工夫して音楽づくり

をする。

３ 題材の評価規準

音楽への関心・意欲・態度 音楽表現の創意工夫 音楽表現の技能 鑑賞の能力

題 ①「ケチャ」「ヨーデル」 ①ケチャの音楽のきまり（音 ①リズムや音の重 ①ケチャの音楽のきまり（音の

材 「ブルガリアの合唱」 の重なりや反復，変化）を なり，組み合わ 重なりや反復，変化）を理解し，

の 「ゴスペル」のそれぞれ 聴き取り，そのよさや面白 せに着目して， そのよさや面白さを感じ取って

評 の音楽の特徴を聴き取 さを感じ取りながら，音の ケチャの音楽を 聴いている。

価 り，そのよさや面白さを 重なりや組み合わせを つくっている。 ②声の出し方や声の重ね方など

規 感じ取って聴く学習に進 工夫し，どのようにつ に着目しながら聴き比べ，い

準 んで取り組もうとしてい くるかについて発想を ろいろな声の表現を聴き味わ

る。 もっている。 っている。

４ 指導と評価の計画（全３時間 本時 １／３）

時 ねらい・学習活動 教材 評価項目及び評価方法

ねらい：ケチャの音楽のきまり（音の重なりや反復，変化）を理解し，そのよさや面白さを感じ取って聴く。

○ 「ケチャ」を鑑賞し，どのように声を使っているかを聴き取る。 鑑賞教材 【鑑賞】①



- 2 -

１ ○ 声について聴き取ったことを話し合い，「チャチャチャチャ」と 「ケチャ」 ・聴いたり表現したりし

続くことに疑問をもたせながら，ケチャの音楽のきまり（「ケチャ ている時の様子

のきまり」という）を見付けたいという課題意識をもつ。 ・発言の内容

○ Ａ，Ｂ２つのリズムフレーズを，順次，手拍子で即興的に表現す ・鑑賞カードの記述内容

時 る。

○ Ａ，Ｂ２つのリズムフレーズを「チャ」と「ク」で組み合わせて

表現することで，ケチャのきまり（音の重なりや反復，変化）を知

る。

本 ○ いろいろなリズムでも即興的に表現してリズムや重なりの変化を

試してみる。

○ ケチャのきまりに着目しながら，そのよさや面白さを感じ取って

聴く。

時 ○ ケチャのきまりのよさや面白さについて，要素等に着目しながら

鑑賞カードに書く。

○ DVD を視聴してケチャのイメージを広げ，ケチャのきまりを使
った音楽（ケチャの音楽）をつくろうとする思いをもつ。

ねらい：リズムや音の重なり，組み合わせに着目して，ケチャの音楽をつくる。

２ ○ 前時で聴き取ったことを想起しながら「ケチャ」を鑑賞し，ケチ 鑑賞教材 【創意工夫】①

ャの音楽づくりへの見通しをもつ。 「ケチャ」 ・記譜カードの記述内容

○ リズムや音の重なり，組み合わせに着目して，ケチャの音楽をつ ・発言の内容

くる。 【技能（音楽づくり）】①

時 ○ リズムフレーズの組み合わせや重ね方，つなぎ方について聴き合 ・演奏の聴取

い，より思いや意図に合った音楽になるように練り上げる。

○ グループごとにつくったケチャの音楽を発表する。

ねらい：声の出し方や声の重ね方などに着目しながら聴き比べ，いろいろな声の表現を聴き味わう。

３ ○ 「ケチャ」と同じように，声の表現による音楽として，「ヨーデ 鑑賞教材 【関心・意欲・態度】①

ル」「ブルガリアの合唱」「ゴスペル」を聴き比べる。 「ケチャ」 【鑑賞】②

○ それぞれの音楽の特徴について，聴き取ったことを話し合う。 「ヨーデ ・聴いている時の様子

○ 声の出し方や声の重ね方等に違いがあることを共有化する。 ル」「 ブ ・発言の内容

時 ○ 適宜，聴きながら，まねをしてやってみる。 ルガリア ・鑑賞カードの記述内容

○ 声の出し方や声の重ね方などの特徴やよさを感じ取りながら「ヨ の合唱」

ーデル」「ブルガリアの合唱」「ゴスペル」を聴き味わう。 「ゴスペ

○ 鑑賞カードに聴き取り感じ取ったことを書き表す。 ル」

５ 本 時（１／３）

(1) 本時のねらい

ケチャの音楽のきまり（音の重なりや反復，変化）を理解し，そのよさや面白さを感じ取って聴く。
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(2) 指導の構想

① 音楽づくり（即興的な表現）を通して，ケチャのきまり（「音の重なり」「反復」「変化」）を理解さ

せる。

リズムフレーズＡを基にして，リズムフレーズＢをつくる。その際，リズムフレーズＡの休符になっていると

ころを埋めるように「八分音符♪」を入れていく。そして，出来上がったリズムフレーズＡ，Ｂを組み合わせて，

リズム打ちをしたり，「チャ」「ク」の言葉で即興的に表現したりさせる。こうして，簡単な「ケチャ」をつくり

ながら体感することによって，聴いただけでは分かりにくかった「ケチャのきまり」について理解できるように

する。理解させたいきまりは，「互いの空いているところを埋め合うように組み合わされて繰り返されているこ

と」である。

② ケチャのきまりを，リズム譜を使って視覚化する。

リズムフレーズＡの休符になっているところを埋めるように「八分音符♪」を入れていくとリズムフレーズＢ

になる。その仕組みがよく分かるように，２つのリズム譜を拡大して上下に並べ，矢印でつなげるなど工夫し

て視覚化する。これによって，リズムフレーズＡに対してリズムフレーズＢが逆行していることにも気付かせ

ることができる。また，両方のリズムフレーズを合わせたリズム譜を使うことで，合わせて演奏すると「八分

音符♪」の連続になってきこえることを理解させる。

(3) 展開

学習内容（時間） 主な教師の働き掛けと児童の反応 ・留意点 評価

１「ケチャ」 ○ これから聴く音楽は，声でできている音楽です。どの ・「ケチャ」を１回聴かせ，

を聴き， ように声を使っているのか，考えながら聴いてみましょ 声に関する気付きを促

聴き取っ う。 す。曲名は，まだ伝えな

たことを ・どんな声なのかな。楽しみだな。 い。（ケチャの重なりが

話し合う。○ どのように声を使っていましたか。 分かるところまで聴かせ

（８分） ・声は声だけど，歌っていないよ。叫んでいるよ。 る。）

・めちゃくちゃに「チャチャチャチャ」と言っているみ ・児童の発言やつぶやきか

たい。 ら，何かきまりがあるの

・めちゃくちゃなのかなぁ。何かきまりがあるのかな。 だろうかという疑問をも

たせていく。

２即興的な ○ 実はこの音楽は，「ケチャ」という名前の音楽です。 ・導入からの驚きや疑問を

表現を通 これから，ケチャのきまりを見付けていきましょうね。 大切にしながら，課題意

して，ケ ・どんなきまりがあるのかな。よし，見付けてみよう。 識をもたせる。

チャのき

まりに気 ♪ 「ケチャのきまり」を見付けよう。

付く。

（20分） ○ 今から先生が，同じリズムを繰り返し打ちます。 ・リズムフレーズＡのリズ

それをまねして打ってみましょう。 ム打ちのまねをさせる。

・お休みのところがあるから，少しむずかしいな。 できない場合は，ゆっく

・タイミングよく打つことができたよ。 りとできる速さでやって

○ 今度は，先生の打つリズムの空いているところ（休符） みるようにさせる。

を埋めるように打ってみましょう。 ・リズム打ちの状況を把握
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・あれ，タイミングよく打てないな。 しながら拡大したリズム

・リズム譜を見て打つとできるぞ。 譜を掲示し，それを手掛

○ では，両方のリズムフレーズを合わせて打ってみまし かりにしてやってみるよ

ょう。どうなるかな。 うにさせる。

・両方合わせると，お休みなしで，ずっと打っているみ ・両方合わせると連続で打

たいにきこえる。 っている状態になること

・不思議だな。おもしろいな。 に気付かせる。

○ 今打ったリズムを「チャ」と「ク」の言葉でやってみ ・ペアでやってみるように

ましょう。 させる。

・繰り返すとこんがらがって，うまくできないよ。 ・リズムフレーズＡ，Ｂの

・リズム譜をみてやるとやりやすい。 どちらも体験させ，「チ

・ＡとＢの役割を交換してやってみよう。 ャチャチャチャ」と続い

・「チャチャチャチャ」と，「チャ」がずっと続いている てきこえることを体感さ

ようにきこえるぞ。さっき聴いた「ケチャ」の音楽み せる。

たいだな。 ・児童のつぶやきや発言を

○ 最初に聴いた「ケチャ」の音楽は，このように，互い 拾いながら，「ケチャの

のリズムの空いているところを埋め合うように重なって きまり」につなげていき，

できているのです。 ケチャの音楽を構造的に

ケチャのきまりは，「いくつかのリズムが繰り返し 捉えさせる。

演奏されながら，互いにうまくかみ合わさっている ・ペアで，即興的にいろい

ような重なり方をしていること」です。 ろなリズムフレーズをつ

では，このきまりを使って，他のリズムでも試してみ くったり，基のＡ，Ｂリ

ましょう。 ズムフレーズとつなげた

・「ケチャのきまり」が分かったぞ。 りして，リズムや重なり

・いろいろなリズムを組み合わせてもできるよ。 の変化も感じ取らせる。

・もう一度「ケチャ」の音楽を聴いてみたいなぁ。 （適宜，記譜カード活用）

３ケチャの ○ ではもう一度，「ケチャ」の音楽を聴いてみましょう。 ・「ケチャ」の音楽を聴い

きまりを ケチャのきまりが聴き取れるかな。 て，リズム，音の重なり，

聴き取り， ・あちこちで「チャ」って言っているのが分かったぞ。 反復，変化に着目させな

そのよさ ・わたしたちよりも，「チャ」がたくさんあって迫力が がら，ケチャのきまりの

や面白さ ある。 よさや面白さに気付かせ

を感じ取 ・「チャチャチャチャ」と続く中にも，ちゃんときまり る。

る。（12分） があるんだな。

○ ケチャのきまりのどんなところがおもしろいのか，鑑 ［鑑賞］ (鑑賞カードの記述内容)

賞カードに書きましょう。 Ａ：Ｂの要素等のかかわり

・違うリズムがうまく組み合わさって繰り返し続いてい による面白さを記述し

くことでひとつの音楽ができているのがすごい。 ている。

・いろいろな感じの声がリズムに乗ってきれいに重なっ Ｂ：リズム，音の重なり，

てきこえてくるところがおもしろい。 反復，変化に着目した

・「チャ」の繰り返しの中にも，リズムや重なりが少し 記述をしている。

ずつ変わっているところがおもしろい。 ※ Ｃと判断される児童に
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・「チャチャチャ」の声の感じや重なりが変化すること は，板書を手掛かりにし

で迫力がでているんだ。 て，傍で一緒に聴きなが

・このきまりがあるから，豊かな音楽になっている。 ら，感想を述べるように

促す。

４ケチャの ○ いろいろな面白さがありましたね。 ・DVD を視聴させ，声の出
きまりと いくつかのリズムがうまく重なって，それらが繰り し方や動きにも着目させ

そのよさ 返したり変化したりするところにケチャのきまりの面 る。

や面白さ 白さがあるのですね。 ・児童の記述内容や DVD
を共有化 では最後に，DVD で演奏の様子も見ながら，ケチャ からの気付きから，ケチ

し，ケチ のきまりを聴いてみましょう。 ャのきまりのよさや面白

ャの音楽 ・たくさんの人たちが声を出していてすごい迫力だ。 さを引き出し，ケチャの

をつくり ・こんなふうに動いてチャチャチャと言ってたんだ。 音楽をつくりたいという

たいとい ・ケチャのきまりって本当におもしろいな。 思いへつなげていく。

う思いを ・わたしたちもケチャの音楽をつくってみたいな。

もつ。

（５分）

＊参考資料

♪ケチャのきまり

リズムフレーズA

リズムフレーズB

Aと Bを組み合わせると
A

B


